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(57)【要約】
【課題】省スペース化を図りつつ被検眼の観察機能の向
上が可能な細隙灯顕微鏡を提供する。
【解決手段】細隙灯顕微鏡は、照明光源からの照明光路
の光から細隙光を形成する細隙形成部と、波長選択特性
が異なる複数の領域が設けられ照明光路に配置された波
長選択部材と、照明光源に対し波長選択部材を相対移動
させるための移動機構とを備え、被検眼を細隙光で照明
する照明系と、被検眼からの細隙光の戻り光を撮像装置
に導く観察系と、を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明光源からの光の経路に配置され、波長選択特性が異なる複数の領域が設けられた波
長選択部材と、前記波長選択部材を通過した光から細隙光を形成する細隙形成部と、前記
照明光源からの光の経路に対して前記波長選択部材を相対移動させるための移動機構とを
備え、前記細隙光で被検眼を照明する照明系と、
　前記被検眼からの細隙光の戻り光を撮像装置に導く観察系と、
　を含む細隙灯顕微鏡。
【請求項２】
　細隙光を生成する細隙光生成部と、生成された前記細隙光の経路に配置され、波長選択
特性が異なる複数の領域が設けられた波長選択部材と、前記細隙光の経路に対して前記波
長選択部材を相対移動させるための移動機構とを備え、前記波長選択部材を通過した前記
細隙光で被検眼を照明する照明系と、
　前記被検眼からの細隙光の戻り光を撮像装置に導く観察系と、
　を含む細隙灯顕微鏡。
【請求項３】
　前記細隙光生成部は、照明光源からの光の経路に配置され、少なくとも幅が可変な細隙
を形成する細隙形成部を含むことを特徴とする請求項２に記載の細隙灯顕微鏡。
【請求項４】
　前記細隙光生成部は、あらかじめ設定されたパターンの光を出力可能なプロジェクタを
含むことを特徴とする請求項２に記載の細隙灯顕微鏡。
【請求項５】
　前記移動機構は、前記波長選択部材に対する前記光の入射方向に交差する方向に前記波
長選択部材を移動させることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の細
隙灯顕微鏡。
【請求項６】
　前記波長選択部材の前記複数の領域は、第１方向に配列され、
　前記移動機構は、前記第１方向に前記波長選択部材を移動させる
　ことを特徴とする請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の細隙灯顕微鏡。
【請求項７】
　前記第１方向は、所定の回動軸を中心とする径方向に交差する方向であり、
　前記移動機構は、前記回動軸を中心に前記第１方向に前記波長選択部材を回動させる
　ことを特徴とする請求項６に記載の細隙灯顕微鏡。
【請求項８】
　前記波長選択部材は、前記第１方向に連続的に波長選択特性が変化するよう構成されて
いることを特徴とする請求項６または請求項７に記載の細隙灯顕微鏡。
【請求項９】
　前記波長選択部材は、前記第１方向に段階的に波長選択特性が変化するよう構成されて
いることを特徴とする請求項６または請求項７に記載の細隙灯顕微鏡。
【請求項１０】
　複数の観察モードに対応した複数の制御情報をあらかじめ記憶する記憶部と、
　前記複数の観察モードのいずれか１つを指定するための指定部と、
　前記指定部により指定された観察モードに対応して前記記憶部に記憶された制御情報に
基づいて、前記移動機構を移動させる制御部と、
　を含む
　ことを特徴とする請求項１～請求項９のいずれか一項に記載の細隙灯顕微鏡。
【請求項１１】
　前記記憶部は、前記移動機構に対して過去に実行された制御内容を記憶し、
　前記制御部は、前記記憶部に記憶された前記制御内容に基づいて前記移動機構を移動さ
せる
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　ことを特徴とする請求項１０に記載の細隙灯顕微鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、細隙灯顕微鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　細隙灯顕微鏡は、細隙光を用いて被検眼の観察部位の光切片を切り取ることにより当該
観察部位の断面の画像を取得する眼科装置である。観察部位としては、前眼部全体や角膜
や網膜などがある。
【０００３】
　また、細隙灯顕微鏡を用いた観察手法には、様々なものがある。その一例として、背景
照明法や蛍光造影撮影などがある。細隙灯顕微鏡による検査では、観察部位や観察手法に
応じて、光学系の設定、たとえば照射角度、照明光量、観察倍率、スリット幅、フィルタ
などを適切に切り替える必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第５２８１８４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、観察部位や観察手法に応じてフィルタを切り替えるために、波長透過特
性が互いに異なる複数のフィルタを収納するためのスペースや、収納された複数のフィル
タの１つを所定の光路に挿入させるための機構が必要となる。また、受光側の設定の変更
が必要な場合もある。
【０００６】
　更に、細隙灯顕微鏡には、被検眼の観察像の色合い（色味）を微妙に変更することが求
められる場合がある。しかし、色合いの微妙な変更は、フィルタの切り替えや受光側の設
定の変更だけでは実現できないことがある。たとえば、細隙灯顕微鏡では、照明光源とし
てハロゲンランプが使用されることが多く、ハロゲンランプに供給される電流を制御する
ことにより照明光の色を変更することで、観察する被検眼の色合いを微妙に変更すること
ができる場合がある。ところが、ハロゲンランプによる照明光の色を変更した場合、被検
眼の観察に必要な光量を得ることができなくなる場合がある。一方、照明光源としてＬＥ
Ｄ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）が使用されている場合であっても、被
検眼の観察像の色合いの微妙な変更ができない場合がある。
【０００７】
　この発明は、上記の課題を解決するためになされたものであり、その目的は、省スペー
ス化を図りつつ被検眼の観察機能の向上が可能な細隙灯顕微鏡を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　実施形態に係る細隙灯顕微鏡は、照明系と、観察系とを含む。照明系は、波長選択部材
と、細隙形成部と、移動機構とを備える。波長選択部材は、照明光源からの光の経路に配
置され、波長選択特性が異なる複数の領域が設けられる。細隙形成部は、波長選択部材を
通過した光から細隙光を形成する。移動機構は、照明光源からの光の経路に対して波長選
択部材を相対移動させる。照明系は、細隙光で被検眼を照明する。観察系は、被検眼から
の細隙光の戻り光を撮像装置に導く。
　別の実施形態に係る細隙灯顕微鏡は、照明系と、観察系とを含む。照明系は、細隙光生
成部と、波長選択部材と、移動機構とを備える。細隙光生成部は、細隙光を生成する。波
長選択部材は、生成された細隙光の経路に配置され、波長選択特性が異なる複数の領域が
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設けられる。移動機構は、細隙光の経路に対して波長選択部材を相対移動させる。照明系
は、波長選択部材を通過した細隙光で被検眼を照明する。観察系は、被検眼からの細隙光
の戻り光を撮像装置に導く。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明によれば、省スペース化を図りつつ被検眼の観察機能の向上が可能な細隙灯顕
微鏡を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態に係る細隙灯顕微鏡の外観構成の一例を表す概略側面図である。
【図２】実施形態に係る細隙灯顕微鏡の光学系の構成の一例を表す概略側面図である。
【図３】実施形態に係る細隙灯顕微鏡の構成を表す概略図である。
【図４】実施形態に係る細隙灯顕微鏡の構成を表す概略図である。
【図５】実施形態に係る細隙灯顕微鏡の構成を表す概略図である。
【図６】実施形態に係る細隙灯顕微鏡の制御系の構成の一例を表す概略ブロック図である
。
【図７】実施形態に係る細隙灯顕微鏡の動作の一例を表すフロー図である。
【図８】実施形態に係る細隙灯顕微鏡の構成を表す概略図である。
【図９】実施形態に係る細隙灯顕微鏡の構成を表す概略図である。
【図１０】実施形態に係る細隙灯顕微鏡の光学系の構成の一例を表す概略側面図である。
【図１１】実施形態に係る細隙灯顕微鏡の光学系の構成の一例を表す概略側面図である。
【図１２】実施形態に係る細隙灯顕微鏡の制御系の構成の一例を表す概略ブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　この発明に係る細隙灯顕微鏡の実施形態の一例について、図面を参照しながら詳細に説
明する。なお、この明細書に記載された文献の記載内容を、以下の実施形態の内容として
適宜援用することが可能である。
【００１２】
　まず方向を定義しておく。装置光学系において最も被検者側に位置する光学素子から被
検者に向かう方向を前方向とし、その逆方向を後方向とする。また、前方向に直交する水
平方向を左右方向とする。更に、前後方向と左右方向の双方に直交する方向を上下方向と
する。
【００１３】
〔第１実施形態〕
［外観構成］
　この実施形態に係る細隙灯顕微鏡の外観構成について、図１を参照しながら説明する。
細隙灯顕微鏡１には、コンピュータ１００が接続されている。コンピュータ１００は、各
種の制御処理や演算処理を行う。なお、顕微鏡本体（光学系等を格納する筐体）とは別に
コンピュータ１００を設ける代わりに、顕微鏡本体に同様のコンピュータを搭載した構成
を適用することも可能である。
【００１４】
　細隙灯顕微鏡１はテーブル２上に載置される。なお、コンピュータ１００は他のテーブ
ル上又はその他の場所に設置されていてもよい。基台４は、移動機構部３を介して水平方
向に移動可能に構成されている。基台４は、操作ハンドル５を傾倒操作することにより移
動される。
【００１５】
　基台４の上面には、観察系６及び照明系８を支持する支持部１５が設けられている。支
持部１５には、観察系６を支持する支持アーム１６が左右方向に回動可能に取り付けられ
ている。支持アーム１６の上部には、照明系８を支持する支持アーム１７が左右方向に回
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動可能に取り付けられている。支持アーム１６、１７は、それぞれ独立に同軸で回動可能
とされている。
【００１６】
　観察系６は、支持アーム１６を手動で回動させることで移動される。照明系８は、支持
アーム１７を手動で回動させることで移動される。なお、各支持アーム１６、１７は、電
気的な機構によって回動されるように構成されていてもよい。その場合、各支持アーム１
６、１７を回動させるための駆動力を発生するアクチュエータと、この駆動力を伝達する
伝達機構とが設けられる。アクチュエータは、たとえばパルスモータにより構成される。
伝達機構は、たとえば歯車の組み合わせやラック・アンド・ピニオンなどによって構成さ
れる。
【００１７】
　照明系８は、被検眼Ｅに照明光を照射する。照明系８は、前述のように、回動軸を中心
に左右方向に振ることができる。それにより被検眼Ｅに対する照明光の照射方向が変更さ
れる。照明系８は上下方向にも振れるように構成されていてもよい。つまり、照明光の仰
角や俯角を変更できるように構成されていてもよい。
【００１８】
　観察系６は、被検眼Ｅからの照明光の反射光を案内する左右一対の光学系を有する。こ
の光学系は鏡筒本体９内に収納されている。鏡筒本体９の終端は接眼部９ａである。検者
は接眼部９ａをのぞき込むことで被検眼Ｅを肉眼で観察する。前述のように、支持アーム
１６を回動させることにより鏡筒本体９を左右方向に回動させることができる。それによ
り被検眼Ｅに対する観察系６の向きを変更することができる。なお、照明光の反射光には
、たとえば散乱光のように被検眼Ｅを経由した各種の光が含まれるが、これら各種の光を
含めて「戻り光」や「反射光」と呼ぶことにする。
【００１９】
　鏡筒本体９に対峙する位置には顎受け台１０が配置されている。顎受け台１０には、被
検者の顔を安定配置させるための顎受部１０ａと額当て１０ｂが設けられている。
【００２０】
　鏡筒本体９の側面には、観察倍率を変更するための観察倍率操作ノブ１１が配置されて
いる。更に、鏡筒本体９には、被検眼Ｅを撮影するための撮像装置１３が接続されている
。撮像装置１３は撮像素子を含んで構成されている。撮像素子は、光を検出して画像信号
ＧＳ（電気信号）を出力する光電変換素子である。画像信号ＧＳはコンピュータ１００に
入力される。撮像素子としては、たとえばＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅ
ｖｉｃｅ）イメージセンサや、ＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏ
ｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）イメージセンサが用いられる。照明系８の下方
位置には、照明系８から出力される照明光束を被検眼Ｅに向けて反射するミラー１２が配
置されている。
【００２１】
［光学系の構成］
　細隙灯顕微鏡１の光学系の構成について、図２を参照しながら説明する。細隙灯顕微鏡
１は観察系（撮影系）６と照明系８を有する。
【００２２】
〔観察系〕
　観察系６は左右一対の光学系を備えている。左右の光学系は、ほぼ同様の構成を有する
。検者は、この左右の光学系により被検眼Ｅを双眼で観察することができる。なお、図２
には、観察系６の左右の光学系の一方のみが示されている。符号Ｏ１は観察系６の光軸（
観察光軸）である。
【００２３】
　観察系６の左右の各光学系は、対物レンズ３１、変倍光学系３２、絞り３３、リレーレ
ンズ３５、プリズム３６及び接眼レンズ３７を有する。ビームスプリッタ３４は、左右の
光学系の一方のみに又は双方に設けられる。接眼レンズ３７は接眼部９ａ内に設けられて
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いる。符号Ｐは、接眼レンズ３７に導かれる光の結像位置を示している。符号Ｅｃは被検
眼Ｅの角膜を、符号Ｅｐは虹彩を、符号Ｅｒは眼底をそれぞれ示している。符号Ｅｏは検
者眼を示している。
【００２４】
　変倍光学系３２は、複数（たとえば２枚）の変倍レンズ３２ａ、３２ｂを含んで構成さ
れる。この実施形態では、観察系６の光路に対して選択的に挿入可能な複数の変倍レンズ
群が設けられている。これら変倍レンズ群は、それぞれ異なる倍率を付与するように構成
されている。観察系６の光路に配置された変倍レンズ群が変倍レンズ３２ａ、３２ｂとし
て用いられる。それにより、被検眼Ｅの肉眼観察像や撮影画像の倍率（画角）を変更でき
る。倍率の変更、つまり観察系６の光路に配置される変倍レンズ群の切り替えは、観察倍
率操作ノブ１１を操作することにより行われる。また、図示しないスイッチ等を用いて電
動で倍率を変更するように構成してもよい。
【００２５】
　ビームスプリッタ３４は、観察光軸Ｏ１に沿って進む光を二分割する。ビームスプリッ
タ３４を透過した光は、リレーレンズ３５、プリズム３６及び接眼レンズ３７を介して検
者眼Ｅｏに導かれる。プリズム３６は、２つの光学素子３６ａ、３６ｂを含み、光の進行
方向を上方に平行移動させる。
【００２６】
　他方、ビームスプリッタ３４により反射された光は、リレーレンズ４１及びミラー４２
を介して、撮像装置１３の撮像素子４３に導かれる。撮像素子４３は、この反射光を検出
して画像信号ＧＳを生成する。
【００２７】
〔照明系〕
　照明系８は、光源５１、線形可変フィルタ６０、リレーレンズ５２、照明絞り５６、集
光レンズ５３、細隙形成部５４及び集光レンズ５５を有する。符号Ｏ２は、照明系８の光
軸（照明光軸）を示す。
【００２８】
　光源５１は照明光を出力する。なお、照明系８に複数の光源を設けてもよい。たとえば
、定常光を出力する光源（ハロゲンランプ、ＬＥＤ等）と、フラッシュ光を出力する光源
（キセノンランプ、ＬＥＤ等）の双方を光源５１として設けることができる。また、角膜
観察用の光源と眼底観察用の光源とを別々に設けてもよい。
【００２９】
　線形可変フィルタ（Ｌｉｎｅａｒ　Ｖａｒｉａｂｌｅ　Ｆｉｌｔｅｒ：ＬＶＦ）６０は
、照明光の入射面において所定の方向に波長選択特性（波長透過特性）が線形的に変化す
る透過型の光学部材である。線形可変フィルタ６０は、光源５１と光学的に略共役な位置
に配置され、照明光の入射方向に略直交（交差）する方向に照明光の経路に対し相対移動
可能に構成されている。線形可変フィルタ６０を照明光の経路に対して相対移動可能とし
、線形可変フィルタ６０の入射面における照明光の入射位置を変更できるようにしたので
、線形可変フィルタ６０を透過した照明光の波長や色合いを変化させることが可能になる
。
【００３０】
　線形可変フィルタ６０の概要について、図３～図５を参照しながら説明する。図３は、
光源５１側から見たときの線形可変フィルタ６０の照明光の入射面を模式的に表したもの
である。図４及び図５は、線形可変フィルタ６０の波長選択特性（波長透過特性）の一例
を模式的に表したものである。図４において、横軸は波長を表し、縦軸は光の透過率を表
す。図５において、横軸は線形可変フィルタ６０の波長選択領域の左端の基準位置（ｘ＝
０）からの長さを表し、縦軸は透過する光の波長帯の中心波長を表す。
【００３１】
　図３に示すように、線形可変フィルタ６０には、方向ＤＲ２（第１方向）に波長選択特
性が線形的に変化する複数の波長選択領域（透過領域）が配列されている。方向ＤＲ２は
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、後述の細隙形成部５４により形成された細隙光の向き（スリットの向き）ＤＲ１に略直
交する方向であってよい。したがって、移動機構６０Ｂにより線形可変フィルタ６０を方
向ＤＲ２に移動させることにより、線形可変フィルタ６０に入射する照明光に適用される
波長選択特性を変更することができる。
【００３２】
　たとえば、図４に示すように、複数の波長選択領域は、透過する光の波長帯の中心波長
がλ１からλ２（λ２＞λ１＞０）に連続的に変化する。すなわち、複数の波長選択領域
の配列方向（方向ＤＲ２）に所定量だけ位置を変更しても変更後の各位置における透過波
長帯の中心波長は一定になることなく変化する。ここで、波長選択領域の左端の位置ｘを
０とし、方向ＤＲ２の右端の位置ｘをＬ（Ｌ＞０）とする。たとえば、図５に示すように
、波長選択領域では、方向ＤＲ２への位置ｘの変化に応じて、透過する波長帯の中心波長
がλｃ１からλｃ２（λｃ２＞λ２＞λ１＞λｃ２＞０）に線形的に変化する。
【００３３】
　線形可変フィルタ６０は、自動又は手動で移動可能に構成される。自動で移動させる場
合、線形可変フィルタ６０は、アクチュエータ６０Ａと移動機構６０Ｂとによって移動さ
れる。アクチュエータ６０Ａは、駆動力を発生するデバイスであり、たとえばパルスモー
タにより構成される。移動機構６０Ｂは、アクチュエータ６０Ａにより発生された駆動力
により線形可変フィルタ６０を移動させる。
【００３４】
　手動で移動させる場合、アクチュエータ６０Ａは、後述の操作部１０４に対する操作入
力に基づいて駆動力を発生する。移動機構６０Ｂは、アクチュエータ６０Ａにより発生さ
れた駆動力により線形可変フィルタ６０を移動させる。また、線形可変フィルタ６０が搭
載された可動ステージを手動で移動させることにより、線形可変フィルタ６０を所望の位
置に移動させるようにしてもよい。
【００３５】
　線形可変フィルタ６０は、照明光の入射位置によって波長選択特性が異なる透過型の波
長選択部材の一例である。線形可変フィルタ６０に代えて、照明光の入射位置によって波
長選択特性が異なる反射型の波長選択部材（たとえば、回折格子）が配置されていてもよ
い。波長選択部材には、照明光の入射位置によって波長選択特性が複数の波長選択領域が
設けられていればよい。
【００３６】
　細隙形成部５４は、光源５１からの照明光から細隙光を生成するために用いられる。細
隙形成部５４は、一対のスリット刃を有する。これらスリット刃の間隔を変更することに
よりスリット幅が変更される。
【００３７】
　スリット刃は、アクチュエータ５４Ａと移動機構５４Ｂとによって移動される。アクチ
ュエータ５４Ａは、駆動力を発生するデバイスであり、たとえばパルスモータにより構成
される。移動機構５４Ｂは、アクチュエータ５４Ａにより発生された駆動力に基づいてス
リット刃の間隔を変更する。
【００３８】
　照明絞り５６は、その透光部のサイズを変更可能に構成されている。照明絞り５６は、
特に眼底観察において有効である。たとえば、照明絞り５６には、角膜Ｅｃや水晶体によ
る照明光の反射を低減させたり、照明光の明るさを調整したりといった用途がある。
【００３９】
［制御系の構成］
　細隙灯顕微鏡１の制御系について、図６を参照しながら説明する。細隙灯顕微鏡１の制
御系は、制御部１０１を中心に構成されている。なお、図６には、この実施形態で特に注
目する構成部位のみが記載されており、それ以外の構成部位は省略されている。
【００４０】
〔制御部〕
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　制御部１０１は、細隙灯顕微鏡１の各部を制御する。たとえば、制御部１０１は、観察
系６の制御や照明系８の制御などを行う。観察系６の制御としては、変倍光学系３２の制
御、絞り３３の制御、撮像素子４３の露光時間（電荷蓄積時間）、感度、フレームレート
等の制御などがある。照明系８の制御としては、光源５１の制御、線形可変フィルタ６０
の制御、照明絞り５６の制御、細隙形成部５４の制御などがある。
【００４１】
　線形可変フィルタ６０の制御は、アクチュエータ６０Ａを制御することにより行われる
。アクチュエータ６０Ａによって駆動された移動機構６０Ｂが、線形可変フィルタ６０を
移動させる。アクチュエータ６０Ａがパルスモータである場合、制御部１０１は、アクチ
ュエータ６０Ａにパルス信号を送信する。
【００４２】
　細隙形成部５４の制御は、アクチュエータ５４Ａを制御することにより行われる。アク
チュエータ５４Ａによって駆動された移動機構５４Ｂが、細隙形成部５４が有する一対の
スリット刃の間隔を変更する。アクチュエータ５４Ａがパルスモータである場合、制御部
１０１は、アクチュエータ５４Ａにパルス信号を送信する。
【００４３】
　また、制御部１０１は、記憶部１０２に記憶されたデータの読み出し処理や、記憶部１
０２に対するデータの書き込み処理を行う。
【００４４】
　制御部１０１は、解析部１０１Ａを含む。解析部１０１Ａは、操作部１０４に対する検
者等のユーザの操作内容を解析する。制御部１０１は、記憶部１０２にあらかじめ記憶さ
れた複数の制御情報１０２Ａの中から解析部１０１Ａによる解析結果に対応した制御情報
１０２Ａを読み出し、読み出された制御情報１０２Ａに基づいて細隙灯顕微鏡１の各部を
制御する。
【００４５】
　操作部１０４は、コンタクトレンズフィッティングモードなどの複数の観察モードのい
ずれかを指定するための操作入力が可能に構成される。細隙灯顕微鏡１では、操作部１０
４を用いて指定された観察モードに応じて線形可変フィルタ６０の移動が制御される。そ
れにより、観察モードに対応した波長、色合いの照明光で被検眼Ｅを照明することが可能
になる。観察部位の例として、前眼部全体、角膜、強膜、虹彩、水晶体、結膜、眼房、隅
角、硝子体、網膜などがある。観察手法の例として、拡散照明法、直接照明法、背景照明
法、蛍光造影撮影、接線照明法、徹照法、隅角鏡による撮影、補助レンズによる撮影など
がある。なお、指定された観察モードに応じて、細隙灯顕微鏡１の他の光学系や撮像装置
１３の設定が自動で行われてもよい。
【００４６】
　たとえば、制御部１０１は、指定された観察モードに対応した制御情報に基づいて、少
なくとも線形可変フィルタ６０を自動で移動させることが可能である。制御情報は、後述
の記憶部１０２にあらかじめ記憶されている。したがって、ユーザが操作部１０４を用い
て観察モードを指定することにより、制御部１０１は、当該観察モードに対応した制御情
報に基づいて線形可変フィルタ６０を移動させることが可能になる。それにより、指定さ
れた観察モードに適した波長、色合いで被検眼を観察することができる。
【００４７】
　制御部１０１は、制御情報に基づいて移動機構６０Ｂを制御することにより、指定され
た観察モードに対応した波長選択特性を有する（１以上の）波長選択領域が照明光の入射
位置となるように線形可変フィルタ６０を配置させる。たとえば、制御部１０１は、制御
情報により特定された目標位置に線形可変フィルタ６０を移動させるように制御する。ま
た、制御部１０１は、図示しないセンサにより線形可変フィルタ６０の現在位置を検出し
、検出された現在位置から目標位置に線形可変フィルタ６０を移動させるように制御して
もよい。線形可変フィルタ６０の現在位置は、過去の制御内容（制御履歴、移動履歴）か
ら特定してもよい。
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【００４８】
　また、蛍光造影観察などを行うための観察モードが指定されたとき、線形可変フィルタ
６０が、エキサイタフィルタに対応する波長選択特性を有する波長選択領域に照明光の入
射位置が配置されるように移動されてもよい。この場合、線形可変フィルタ６０に連動し
て、エキサイタフィルタに対応したバリアフィルタが図示しない移動機構により観察系６
の所定の光路に挿入可能に構成されていてもよい。
【００４９】
　細隙光は、複数の波長選択領域に跨って入射してもよい。制御部１０１は、制御情報に
基づいて移動機構６０Ｂを制御することにより、複数の波長選択領域に照明光が入射する
ように線形可変フィルタ６０を配置させることが可能である。
【００５０】
　制御部１０１は、操作部１０４を用いてユーザにより指定された観察モードに対応した
制御情報に基づいて、細隙灯顕微鏡１の光学系の設定や撮像装置１３の設定などを変更す
ることが可能である。たとえば、制御部１０１は、制御情報に基づいて、観察系６や照明
系８の位置、光源５１による照明光の特性（波長、光量等）、線形可変フィルタ６０の状
態、照明絞り５６の絞り状態、細隙形成部５４による細隙光の形態、変倍光学系３２によ
る観察倍率などを変更する。細隙形成部５４による細隙光の形態の制御には、細隙光のス
リット幅を変更する制御や、スリットの向きを変更する制御などが含まれる。たとえば、
制御部１０１は、制御情報に基づいて、撮像素子４３の電荷蓄積時間、感度、フレームレ
ートなどを制御する。
【００５１】
　また、制御部１０１は、任意のタイミングで、細隙灯顕微鏡１の光学系や撮像装置１３
の設定状態を示す情報を含む設定情報１０２Ｂを記憶部１０２に保存することが可能であ
る。たとえば、制御部１０１は、被検眼の検査開始タイミングや検査終了タイミング、撮
像装置１３による被検眼の撮影タイミング、操作部１０４に対する操作入力タイミングで
設定情報１０２Ｂを記憶部１０２に保存する。また、制御部１０１は、細隙灯顕微鏡１の
光学系や撮像装置１３の設定変更タイミング、所定の時刻又は所定の時間間隔で設定情報
１０２Ｂを記憶部１０２に保存するようにしてもよい。制御部１０１は、記憶部１０２に
保存された設定情報１０２Ｂを読み出し、読み出された設定情報に基づいて細隙灯顕微鏡
１の各部を制御することが可能である。それにより、過去の観察条件と同じ条件で当該被
検眼を再び観察したり、ユーザ等の好みの色合いを再現して被検眼を観察したりすること
が可能となる。
【００５２】
　制御部１０１は、マイクロプロセッサ、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ハードディスクドライブ等の
ハードウェアを含んで構成される。このハードディスクドライブには、制御プログラムが
あらかじめ記憶されている。制御部１０１の動作は、この制御プログラムと上記ハードウ
ェアとが協働することによって実現される。
【００５３】
　制御部１０１は、細隙灯顕微鏡１の装置本体（たとえば基台４内）やコンピュータ１０
０に配置される。
【００５４】
〔記憶部〕
　記憶部１０２には各種の情報が記憶される。特に、記憶部１０２には、制御情報１０２
Ａと、設定情報１０２Ｂとがあらかじめ記憶されている。記憶部１０２は、操作部１０４
に対する操作内容に対応付けられた制御情報１０２Ａをあらかじめ記憶する。記憶部１０
２は、複数の操作内容に対応した複数の制御情報１０２Ａを記憶することが可能である。
【００５５】
　制御情報１０２Ａは、細隙灯顕微鏡１の光学系を設定するための情報や、撮像装置１３
の動作を設定するための情報を含む。たとえば、アクチュエータ５４Ａがパルスモータで
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ある場合、制御情報１０２Ａは、制御部１０１からパルスモータに送信されるパルス信号
のパルス数であってよい。同様に、たとえば、アクチュエータ６０Ａがパルスモータであ
る場合、制御情報１０２Ａは、制御部１０１からパルスモータに送信されるパルス信号の
パルス数であってよい。
【００５６】
　設定情報１０２Ｂは、細隙灯顕微鏡１の光学系や撮像装置１３の設定状態を示す情報を
含む。細隙灯顕微鏡１の光学系の設定状態には、細隙灯顕微鏡１の光学系の位置や状態な
どが含まれる。撮像装置１３の設定状態には、撮像素子４３の設定状態などが含まれる。
【００５７】
〔表示部〕
　表示部１０３は、制御部１０１の制御を受けて各種の情報を表示する。表示部１０３は
、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等のフラットパネルディス
プレイ、有機エレクトロルミネッセンスディスプレイなどの任意の表示デバイスを含んで
構成される。表示部１０３は、細隙灯顕微鏡１の装置本体に設けられていてもよいし、コ
ンピュータ１００に設けられていてもよい。
【００５８】
〔操作部〕
　操作部１０４は、操作デバイスや入力デバイスを含んで構成される。操作部１０４には
、装置本体に設けられたボタンやスイッチ（たとえば操作ハンドル５等）や、コンピュー
タ１００のマウス、キーボードなどが含まれる。また、トラックボール、専用の操作パネ
ル、スイッチ、ボタン、ダイアルなど、任意の操作デバイスや入力デバイスを用いること
も可能である。
【００５９】
　図６では、表示部１０３と操作部１０４とを別々に表しているが、これらを一体的に構
成することも可能である。その具体例として、タッチパネル式のＬＣＤを用いることがで
きる。操作部１０４は、「指定部」の一例である。
【００６０】
［動作］
　細隙灯顕微鏡１の動作について説明する。細隙灯顕微鏡１の動作の例を図７に示す。
【００６１】
（Ｓ１、Ｓ２）
　まず、ユーザが操作部１０４を用いて観察モードを指定すると、制御部１０１は、解析
部１０１Ａにより操作部１０４に対する操作内容を解析し、その解析結果に対応した制御
情報を記憶部１０２から読み出す。制御部１０１は、記憶部１０２から読み出された制御
情報に基づいて、指定された観察モードに対応した波長選択特性を有する波長選択領域が
照明光の入射位置となるように線形可変フィルタ６０を移動させる。
【００６２】
（Ｓ３）
　続いて、制御部１０１は、Ｓ２において記憶部１０２から読み出された制御情報に基づ
いて、指定された観察モードに対応したスリット幅となるように細隙形成部５４を制御す
る。
【００６３】
（Ｓ４）
　次に、制御部１０１は、光源５１を点灯させる。このとき、制御部１０１は、あらかじ
め決められた初期点灯条件で光源５１を点灯させてもよいし、前回の点灯条件で光源５１
を点灯させてもよい。光源５１の点灯条件には、照明光の光量などがある。照明光の照射
方向を自動で変更可能な場合には、光源５１の点灯条件に、照明光の照射角度などが含ま
れてもよい。
【００６４】
　たとえばこの段階で、ユーザは、観察系６や照明系８の位置を調整する。また、ユーザ
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は、被検眼Ｅを観察しつつ図示しないスリット操作ノブを操作することで、スリット幅を
調整することが可能である。
【００６５】
（Ｓ５）
　細隙灯顕微鏡１は、指定した観察モードで細隙光を用いた被検眼Ｅの観察が可能な状態
となり、たとえば、撮像装置１３を用いて被検眼Ｅの画像を取得する。なお、ユーザは、
接眼部９ａを用いた肉眼観察を行ってもよい。
【００６６】
　また、制御部１０１は、細隙灯顕微鏡１の光学系や撮像装置１３の設定状態を示す情報
を含む設定情報１０２Ｂを記憶部１０２に保存する。ここで保存された設定情報１０２Ｂ
を用いることにより、その後の任意のタイミングで当該検査と同じ設定状態で細隙灯顕微
鏡１による被検眼Ｅの検査を行うことが可能になる。以上で、この動作例の説明は終了で
ある（エンド）。
【００６７】
［効果］
　細隙灯顕微鏡１の効果について説明する。
【００６８】
　細隙灯顕微鏡（たとえば、細隙灯顕微鏡１）は、照明系（たとえば、照明系８）と、観
察系（たとえば、観察系６）とを含む。照明系は、波長選択部材（たとえば、線形可変フ
ィルタ６０）と、細隙形成部（たとえば、細隙形成部５４）と、移動機構（たとえば、移
動機構６０Ｂ）とを備える。波長選択部材は、照明光源（たとえば、光源５１）からの光
（たとえば、照明光）の経路に配置され、波長選択特性が異なる複数の領域が設けられる
。細隙形成部は、波長選択部材を通過した光から細隙光を形成する。移動機構は、照明光
源からの光の経路に対して波長選択部材を相対移動させる。照明系は、細隙光で被検眼（
たとえば、被検眼Ｅ）を照明する。観察系は、被検眼からの細隙光の戻り光を撮像装置（
たとえば、撮像装置１３）に導く。
【００６９】
　ここで、「通過」は、「透過」と「反射」の双方を含むものとする。
【００７０】
　このような構成では、細隙灯顕微鏡において、波長選択特性が異なる複数の領域が設け
られた波長選択部材が照明光源からの光の経路に配置される。この波長選択部材を移動機
構により照明光源からの光の経路に対して相対移動させるようにしたので、照明光の入射
位置に所望の波長選択特性を有する領域を配置させることができる。それにより、波長選
択部材を通過した照明光の波長や色合いを変化させることが可能になり、省スペースで、
被検眼の観察機能を向上させることができる。
【００７１】
　また、移動機構は、波長選択部材に対する光の入射方向に交差する方向に波長選択部材
を移動させてもよい。
【００７２】
　このような構成によれば、光の入射方向に波長選択特性が変化する波長選択部材を用い
ることが可能となり、簡素な構成で、照明光の波長や色合いを微妙に変化させることがで
きる。
【００７３】
　また、波長選択部材の複数の領域は、第１方向（たとえば、方向ＤＲ２）に配列され、
移動機構は、第１方向に波長選択部材を移動させてもよい。
【００７４】
　このような構成によれば、少なくとも第１方向に波長選択特性が変化する波長選択部材
を用いることにより、簡素な構成で、照明光の波長や色合いを微妙に変化させることがで
きる。
【００７５】
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　また、波長選択部材は、第１方向に連続的に波長選択特性が変化するように構成されて
いてもよい。
【００７６】
　このような構成によれば、簡素な構成で、照明光の波長や色合いを微妙に変化させるこ
とが可能になる。
【００７７】
　また、記憶部（たとえば、記憶部１０２）と、指定部（たとえば、操作部１０４）と、
制御部（たとえば、制御部１０１）とを含んでもよい。記憶部は、複数の観察モードに対
応した複数の制御情報をあらかじめ記憶する。指定部は、複数の観察モードのいずれか１
つを指定するために用いられる。制御部は、指定部により指定された観察モードに対応し
て記憶部に記憶された制御情報に基づいて、移動機構を移動させる。
【００７８】
　このような構成によれば、指定部により観察モードを指定することにより、指定された
観察モードに適した波長、色合いで被検眼を観察することが可能な細隙灯顕微鏡を提供す
ることができる。
【００７９】
　また、記憶部は、移動機構に対して過去に実行された制御内容を記憶し、制御部は、記
憶部に記憶された制御内容に基づいて移動機構を移動させてもよい。
【００８０】
　このような構成によれば、過去の観察条件と同じ条件で当該被検眼を再び観察したり、
ユーザ等の好みの色合いを再現して被検眼を観察したりすることが可能な細隙灯顕微鏡を
提供することができる。
【００８１】
〔第１変形例〕
　第１実施形態では、実施形態に係る波長選択部材の一例として線形可変フィルタを例に
説明したが、実施形態に係る波長選択部材は、これに限定されるものではない。
【００８２】
　図８に、第１実施形態の第１変形例に係る波長選択部材の説明図を示す。図８では、図
５と同様に、横軸は第１変形例に係る波長選択部材の波長選択領域の左端の基準位置から
の長さを表し、縦軸は透過する光の波長帯の中心波長を表す。図８では、方向ＤＲ２への
位置ｘの変化に応じて、透過する波長帯の中心波長がλｃ１からλｃ２に段階的に変化し
ている。すなわち、複数の波長選択領域の配列方向（方向ＤＲ２）に所定量だけ位置を変
更した場合、変更後の各位置における透過波長帯の中心波長は非連続に変化する。第１変
形例に係る波長選択部材に設けられた波長選択領域では、たとえば、図８に示すように、
入射面において、透過する光の波長帯の中心波長が方向ＤＲ２に沿って段階的に変化する
。
【００８３】
　この変形例においても、波長選択部材に互いに波長選択特性が異なる複数の波長選択領
域が設けられる。したがって、各波長選択領域の位置（たとえば、領域の中心位置）に移
動させるための制御情報をあらかじめ記憶部１０２に記憶させることで、第１実施形態と
同様に、指定された観察モードに応じて波長選択部材を自動で移動させることが可能であ
る。なお、上記したように、波長選択部材を手動で移動させるようにしてもよい。
【００８４】
［効果］
　細隙灯顕微鏡の効果について説明する。
【００８５】
　波長選択部材は、第１方向に段階的に波長選択特性が変化するように構成されていても
よい。
【００８６】
　このような構成によれば、簡素な構成で、照明光の波長や色合いを微妙に変化させるこ



(13) JP 2016-209273 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

とが可能になる。
【００８７】
〔第２変形例〕
　第１実施形態とその変形例では、光の入射方向（照明光の光路）に交差する方向に２次
元的に移動させることにより線形可変フィルタ６０を移動させる場合について説明したが
、実施形態に係る波長選択部材は、これに限定されるものではない。
【００８８】
　図９に、第１実施形態の第２変形例に係る線形可変フィルタの説明図を示す。図９は、
図３と同様に、光源５１側から見たときの線形可変フィルタの照明光の入射面を模式的に
表したものである。
【００８９】
　第２変形例に係る線形可変フィルタ６０ａは、たとえば、照明系８の光軸（照明光路）
と平行な回動軸Ｇを中心に回動可能に構成される。たとえば、移動機構６０Ｂは、回動軸
Ｇを中心に線形可変フィルタ６０ａを回動させる。線形可変フィルタ６０ａは、図９に示
すように、回動軸Ｇを中心とする円周方向ＤＲ３に波長選択特性が線形的に変化する複数
の波長選択領域が配列されている。円周方向ＤＲ３は、回動軸Ｇを中心とする径方向に直
交（交差）する方向である。すなわち、線形可変フィルタ６０ａは、回動軸Ｇを中心とす
る円周方向の位置によって波長選択特性が異なる波長選択部材である。各波長選択領域は
、回動軸Ｇを中心とする所定の角度単位で分割され、回動軸Ｇを中心とする径方向に延び
る所定形状（矩形形状、円弧形状など）を有する。細隙形成部５４により形成される細隙
光のスリットの向きは、回動軸Ｇを中心とする径方向であってもよいし、当該径方向と交
差する方向であってもよい。
【００９０】
　なお、線形可変フィルタ６０ａは、回動軸Ｇを中心とする円周方向ＤＲ３に波長選択特
性が段階的に変化する波長選択領域（図８参照）が設けられていてもよい。
【００９１】
　この変形例においても、線形可変フィルタ６０ａに設けられた各波長選択領域の位置に
対応した制御情報（回動軸Ｇを中心とした角度）をあらかじめ記憶部１０２に記憶させる
。それにより、第１実施形態と同様に、指定された観察モードに応じて波長選択部材を自
動で移動させることが可能である。なお、上記したように、波長選択部材を手動で移動さ
せるようにしてもよい。
【００９２】
［効果］
　細隙灯顕微鏡の効果について説明する。
【００９３】
　第１方向は、所定の回動軸（たとえば、回動軸Ｇ）を中心とする径方向に交差する方向
（たとえば、方向ＤＲ３）であってもよい。移動機構（たとえば、移動機構６０Ｂ）は、
回動軸を中心に第１方向に波長選択部材（たとえば、線形可変フィルタ６０ａ）を回動さ
せてもよい。
【００９４】
　このような構成によれば、回動軸を中心とする円周方向に波長選択特性が変化する波長
選択部材を用いることにより、簡素な構成で、照明光の波長や色合いを微妙に変化させる
ことが可能になる。
【００９５】
〔その他の変形例〕
　第１実施形態では、波長選択部材としての線形可変フィルタ６０の波長選択特性として
図４に示す特性を例に説明したが、実施形態に係る波長選択部材は、これに限定されるも
のではない。中心波長から所定の波長幅だけ同一の透過率となるような波長選択特性を有
していてもよい。波長幅は、細隙形成部５４により形成された細隙光のスリット幅より広
い幅であってよい。この場合、細隙光の光束は、同一の波長選択特性により波長選択され
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た光束となる。
【００９６】
　波長選択部材に設けられた複数の波長選択領域は、透過する光の中心波長が所定の方向
に単調増加又は単調減少するものでなくてよい。互いに波長選択特性が異なる複数の波長
選択領域のそれぞれについて、波長選択部材における位置があらかじめ認識されていれば
よい。自動で波長選択部材を移動させる場合、各波長選択領域の位置が制御情報に含まれ
、当該制御情報に基づき波長選択部材を移動させることができればよい。
【００９７】
　線形可変フィルタ６０に入射する照明光の幅を変更するようにしてもよい。この場合、
照明系８は、光源５１と線形可変フィルタ６０との間に配置された可変絞りを含んで構成
される。自動又は手動で可変絞りによる照明光の絞りを制御することにより線形可変フィ
ルタ６０に入射する照明光の幅を変更することが可能になる。これにより、より多様な波
長選択特性で選択された波長成分を有する照明光を生成することが可能になる。
【００９８】
〔第２実施形態〕
　実施形態に係る細隙灯顕微鏡の構成は、第１実施形態又はその変形例に係る細隙灯顕微
鏡１の構成に限定されるものではない。
【００９９】
　第２実施形態に係る細隙灯顕微鏡の構成は、第１実施形態とほぼ同様である。以下では
、第２実施形態について、第１実施形態との相違点を中心に説明する。
【０１００】
　図１０に、第２実施形態に係る細隙灯顕微鏡の光学系の構成例を示す。図１０において
、図２と同様の部分には同一符号を付し、適宜説明を省略する。
【０１０１】
　第２実施形態に係る細隙灯顕微鏡の構成が第１実施形態に係る細隙灯顕微鏡１の構成と
異なる点は、照明系にリレーレンズが追加されている点である。すなわち、第２実施形態
に係る細隙灯顕微鏡は、観察系６と照明系８ｂとを有する。照明系８ｂは、光源５１、リ
レーレンズ６１、線形可変フィルタ６０、リレーレンズ５２、照明絞り５６、集光レンズ
５３、細隙形成部５４及び集光レンズ５５を有する。リレーレンズ６１は、光源５１と線
形可変フィルタ６０との間に配置されている。リレーレンズ６１は、光源５１からの照明
光をリレーする。
【０１０２】
　この実施形態においても、線形可変フィルタ６０に入射する照明光の幅を変更するよう
にしてもよい。この場合、照明系８ｂでは、光源５１とリレーレンズ６１との間又はリレ
ーレンズ６１と線形可変フィルタ６０との間に可変絞りが配置される。
【０１０３】
　この実施形態に係る細隙灯顕微鏡についても、上記の第１実施形態の変形例を適用する
ことが可能である。
【０１０４】
〔第３実施形態〕
　上記の実施形態又はその変形例では、光源５１から出力された照明光から細隙形成部５
４により細隙光を生成する場合について説明したが、実施形態に係る細隙灯顕微鏡は、こ
れに限定されるものではない。たとえば、光源５１、細隙形成部５４、及び線形可変フィ
ルタ６０の順序で照明光路に配置され、細隙光を線形可変フィルタ６０に入射させるよう
にしてもよい。以下、プロジェクタにより細隙光を生成し、生成された細隙光を線形可変
フィルタ６０に入射させる場合について説明する。
【０１０５】
　第３実施形態に係る細隙灯顕微鏡の構成は、第１実施形態とほぼ同様である。以下では
、第３実施形態について、第１実施形態との相違点を中心に説明する。
【０１０６】
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　図１１に、第３実施形態に係る細隙灯顕微鏡の光学系の構成例を示す。図１１において
、図２と同様の部分には同一符号を付し、適宜説明を省略する。
【０１０７】
　第３実施形態に係る細隙灯顕微鏡の構成が第１実施形態に係る細隙灯顕微鏡１の構成と
異なる点は、照明系において、光源５１や細隙形成部５４に代えてプロジェクタ７０が設
けられている点である。すなわち、第３実施形態に係る細隙灯顕微鏡は、観察系６と照明
系８ｃとを有する。照明系８ｃは、プロジェクタ７０、線形可変フィルタ６０、及び集光
レンズ５５を有する。
【０１０８】
　プロジェクタ７０は、制御部１０１からの制御に基づく照明パターンを線形可変フィル
タ６０に照射する。プロジェクタ７０は、スリット幅やスリットの向きを任意に変更可能
な細隙光を出力することが可能である。また、プロジェクタ７０は、照明パターンの位置
を変更することにより線形可変フィルタ６０における細隙光の入射位置を任意に変更する
ことが可能である。
【０１０９】
　照明パターンは、たとえば、操作部１０４を用いてユーザが設定可能である。ユーザが
操作部１０４を用いて、たとえば、形状パターン、外形、サイズなどを指定すると、制御
部１０１ｃは、指定された形状パターンなどに基づいて照明パターンを特定し、特定され
た照明パターンに基づいてプロジェクタ７０を制御することが可能である。
【０１１０】
　プロジェクタ７０は、デジタルマイクロミラーデバイスを用いた公知のプロジェクタで
あってよい。プロジェクタ７０は、更に、光源を含んで構成されていてもよい。光源には
、ＬＥＤ光源やＲＧＢの各色成分の光を出力可能な光源などがある。プロジェクタ７０は
、更に、リレー光学系や、コリメータレンズや、投影レンズなどを含んで構成されてもよ
い。
【０１１１】
　また、プロジェクタ７０は、ＬＣｏＳ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　ｏｎ　Ｓｉｌ
ｉｃｏｎ）や、ＭＥＭＳ（Ｍｉｃｒｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　Ｓｙｓ
ｔｅｍｓ）や、１次元的に又は２次元的に走査が可能な光スキャナ（ガルバノスキャナ）
を用いたものであってもよい。更に、プロジェクタ７０は、液晶ディスプレイ（透過型、
反射型）を用いたものであってもよい。このような構成は公知であるため、詳細な説明を
省略する。プロジェクタ７０は、形状や照射位置を任意に変更可能な照明パターンに対応
した照明光を出力可能なものであればよい。プロジェクタ７０は、「細隙光生成部」の一
例である。
【０１１２】
　移動機構６０Ｂは、細隙光の経路に対して線形可変フィルタ６０を相対移動させる。
【０１１３】
　図１２に、第３実施形態に係る細隙灯顕微鏡の制御系の構成例のブロック図を示す。図
１２においても、図６と同様に、この実施形態で特に注目する構成部位のみが記載されて
おり、それ以外の構成部位は省略されている。図１２において、図６と同様の部分には同
一符号を付し、適宜説明を省略する。
【０１１４】
〔制御部〕
　制御部１０１ｃは、この実施形態に係る細隙灯顕微鏡の各部を制御する。たとえば、制
御部１０１ｃは、観察系６の制御や照明系８ｃの制御などを行う。照明系８ｃの制御とし
ては、プロジェクタ７０の制御、線形可変フィルタ６０の制御などがある。
【０１１５】
　プロジェクタ７０の制御は、プロジェクタ７０の光源の色や光量の制御や、照明光の照
射面における形状や照射位置の制御などがある。照明光の照射面における形状や照射位置
の制御は、制御部１０１ｃにより作成された照明パターンに基づいて行うことが可能であ
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る。
【０１１６】
　線形可変フィルタ６０の制御は、アクチュエータ６０Ａを制御することにより行われる
。アクチュエータ６０Ａによって駆動された移動機構６０Ｂが、線形可変フィルタ６０を
移動させる。アクチュエータ６０Ａがパルスモータである場合、制御部１０１ｃは、アク
チュエータ６０Ａにパルス信号を送信する。
【０１１７】
　また、制御部１０１ｃは、記憶部１０２ｃに記憶されたデータの読み出し処理や、記憶
部１０２に対するデータの書き込み処理を行う。
【０１１８】
　制御部１０１ｃは、解析部１０１Ａを含む。解析部１０１Ａは、操作部１０４に対する
検者等のユーザの操作内容を解析する。この実施形態においても、制御部１０１ｃは、指
定された観察モードに対応した制御情報１０２Ｃに基づいて、少なくとも線形可変フィル
タ６０を自動で移動させることが可能である。制御情報１０２Ｃは、後述の記憶部１０２
ｃにあらかじめ記憶されている。したがって、ユーザが操作部１０４を用いて観察モード
を指定することにより、制御部１０１ｃは、当該観察モードに対応した制御情報１０２Ｃ
に基づいて線形可変フィルタ６０を移動させることが可能になる。
【０１１９】
　また、制御部１０１ｃは、任意のタイミングで、細隙灯顕微鏡の光学系や撮像装置１３
の設定状態を示す情報を含む設定情報１０２Ｄを記憶部１０２ｃに保存することが可能で
ある。
【０１２０】
　この実施形態によれば、指定された観察モードに応じて線形可変フィルタ６０を移動さ
せることができるので、当該観察モードに適した波長、色合いで被検眼を観察することが
できる。また、プロジェクタ７０により照明光の色や色合いを変更することができるので
、線形可変フィルタ６０の移動と組み合わせることで微妙な波長の調整や色合いの調整が
可能となり、簡素な機構で、任意の波長、色合いで被検眼を観察することが可能になる。
【０１２１】
　この実施形態に係る細隙灯顕微鏡についても、上記の第１実施形態の変形例を適用する
ことが可能である。
【０１２２】
　なお、この実施形態に係る「細隙光生成部」は、プロジェクタ７０に代えて、光源５１
及び細隙形成部５４を少なくとも含んで構成されていてもよい。この場合、細隙形成部５
４により形成された細隙光が、線形可変フィルタ６０に照射される。
【０１２３】
［効果］
　細隙灯顕微鏡の効果について説明する。
【０１２４】
　細隙灯顕微鏡は、照明系（たとえば、照明系８ｃ）と、観察系（たとえば、観察系６）
とを含む。照明系は、細隙光形成部と、波長選択部材（たとえば、線形可変フィルタ６０
）と、移動機構（たとえば、移動機構６０Ｂ）とを備える。細隙光生成部は、細隙光を生
成する。波長選択部材は、生成された細隙光の経路に配置され、波長選択特性が異なる複
数の領域が設けられる。移動機構は、細隙光の経路に対して波長選択部材を相対移動させ
る。照明系は、波長選択部材を通過した細隙光で被検眼（たとえば、被検眼Ｅ）を照明す
る。観察系は、被検眼からの細隙光の戻り光を撮像装置（たとえば、撮像装置１３）に導
く。
【０１２５】
　このような構成では、細隙灯顕微鏡において、細隙光形成部が設けられ、且つ、波長選
択特性が異なる複数の領域が設けられた波長選択部材が細隙光の経路に配置される。この
波長選択部材を移動機構により細隙光の経路に対して相対移動させるようにしたので、細
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隙光の入射位置に所望の波長選択特性の領域を配置させることができる。それにより、波
長選択部材を通過した照明光の波長や色合いを変化させることが可能になり、省スペース
で、被検眼の観察機能を向上させることができる。
【０１２６】
　また、細隙光生成部は、照明光源（たとえば、光源５１）からの光の経路に配置され、
少なくとも幅が可変な細隙を形成する細隙形成部（たとえば、細隙形成部５４）を含んで
もよい。
【０１２７】
　このような構成によれば、波長選択部材を移動機構により細隙光の経路に対して相対移
動させるようにしたので、細隙光の入射位置に所望の波長選択特性の領域を配置させるこ
とができる。それにより、波長選択部材を通過した照明光の波長や色合いを変化させるこ
とが可能になり、省スペースで、被検眼の観察機能を向上させることができる。
【０１２８】
　また、記細隙光生成部は、あらかじめ設定されたパターンの光を出力可能なプロジェク
タ（たとえば、プロジェクタ７０）を含んでもよい。
【０１２９】
　このような構成によれば、プロジェクタにより照明光の色や色合いを変更することによ
り、波長可変フィルタの移動と組み合わせることで微妙な波長の調整や色合いの調整が可
能となり、簡素な機構で、任意の波長、色合いで被検眼を観察することが可能になる。
【０１３０】
［変形例］
　第３実施形態において、たとえば、プロジェクタ７０により２以上の光束を出力し、そ
れぞれが異なる波長選択領域を通過させ、その後にこれらの光束を合成することにより細
隙光を生成するようにしてもよい。それにより、任意の波長帯を含む細隙光で被検眼を照
明することができる。なお、照明系が複数の光源を含み、これら複数の光源から２以上の
光束を出力させてもよい。また、照明系が単一の光源を含み、単一の光源からの光路を分
割することにより２以上の光束を出力させてもよい。
【０１３１】
　以上において説明した実施形態は、この発明を実施するための一具体例に過ぎない。こ
の発明を実施しようとする者は、この発明の要旨の範囲内における任意の変形を適宜に施
すことが可能である。
【符号の説明】
【０１３２】
１　細隙灯顕微鏡
６　観察系
８、８ｂ、８ｃ　照明系
１３　撮像装置
４３　撮像素子
５１　光源
５４　細隙形成部
５４Ａ、６０Ａ　アクチュエータ
５４Ｂ、６０Ｂ　移動機構
６０、６０ａ　線形可変フィルタ
６１　リレーレンズ
７０　プロジェクタ
１００　コンピュータ
１０１、１０１ｃ　制御部
１０１Ａ　解析部
１０２、１０２ｃ　記憶部
１０２Ａ、１０２Ｃ　制御情報
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１０２Ｂ、１０２Ｄ　設定情報
１０３　表示部
１０４　操作部
Ｅ　被検眼
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